
















































































本をW'als W， W' als Kapitalverhaltnisとして把握する。
1. 4000C十1000V+ 1000乱1=6000

















1000 I M : 1000 H c 




く1000I v十1000I M)=2000 H cで、見直せば，
500 Hv 
500HM 
(Pm) W(1 000 V)-1 000 G~ ・，1 000G-一一A く1000)
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部門Iにおける商品資本をW'als Kapitalverhaltnis， W' als W で表わせば
tCPm)Wく4000C)
l 十




きて， 40001 c， 10001 v， 10001 Mの実現をみれば40001cは，再生産=流
通形式















かくて， 印刷W(4000C)十(Pm)Wく1000V)に実存する 400001c， 10001 v 
たる価値が実現され，かつ現物填補されている。今や， WくTjili;!?こる生産資










(Lm)W(1000C)ー 1000G• 1000Gー (Pm)W(1000)

























¥ CLm)W( 500M) 
から出発し，これに帰着する。
2000 Icは
(Lm)Wく2000C )-2000 G~. 2000G一CPm)W(2000)
Aに1000)一一rOOOG~ "1OOOGー CLm)W(1000)
C Pm) WC 1 OOOM)-l 000 G・‘1000G一CLm)W(1000)




fPm)Wく1000M)-l 000 G". 1000G一 CLm)W(1000)
において， CLm)Wく2000C)に実存する2000I cがCPm)Wく2000)によって現物填
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CPm)Wく4000C)-4000G • (4OOOGー (Pm)W(4000)
CPm)VV(1000V)-1000G・ふlOOOG--A(1000)
Aく1000)一一1000G今 1000Gー CLm)W(1000)






tCPm)W(4000 C )-4000G・4000Gー CPm)Wく4000)
l 斗 L
CPm)VV'(6000) 1 CPrri)Wく1000V)-1000G・¥.1000G--A(lOOO)
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A (1UOO)ー 100ody1000Gー CLm)W(1000)






































" A ( 500) 














! i 2500G-W _， ____ .・H ・.p
A ( 500) 
(Lm)W'(3000) -3000e/ 
¥ ..， ! 
J¥ 
((Lm)Wく500M)-500GYi，. -'500G一(Lm)Wく500)











































/.l 1 " A ( 500) 
P …(Lm)W'C3000)-3000G~.!・ぃ，ヘt，、
/、寸、¥、
































従って， 社会的総資本の再生産過程においては，商品資本はつねに W'als 
W， W' als Kapitalverhalnisたる Warenkapitalとして，貨幣資本は Geld


















































第二巻の出発点としての商品が W'als W たる商品資本であり， かつ部門
1， H における社会的総資本の商品資本であるとすれば， 第一篇， 第一章，
第二章， 第三章， 第四章の主題はまず商品資本の出発点=帰着点たるW'als 
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zくalj)(Pm)Wの価値量を600とする。更に， all， a12， a13……alnの価値量を
n 



















CPm)W(X 11)Cl一(X1I)Gー (all)CPm)W(X11) 
CPm) W(X 12)C2一(X12)Gー (aI2)CPm)W(X12) 
CPm)W(X 1 n)Cn一(X12)Gー (aln)CPm)W(X1n) 
他方， 400C1， 100v1， 100m1は次の再生産=流通形式をとって現物填補す
る。
















2(alj〉(Pm)WFく600C )-600 G'・1100G Aく100)
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600G-~(al j) CPm)W く600C)-600G
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は， 総循環はその三形態の現実的統ーであるJDas Kapital，-][， Dietz Verlag 
Ber lin 1953. S， 96.訳，長谷部氏訳， r資本論」第二部全，青木書居版，以下訳書
と略称する。
(3) 拙稿， r商品流通についてJ(2)，富大経済論集J13-4， 1968年 1月，参照。
(4) Das Kapital-][， S .100 訳書，第二部138頁
- 24ー
-155-
(5) 拙稿ー「商品流通についてJ(3) I富大経済論集J14ー し 1968 年4月，参照
(6) I商品流通についてJ(1)， (2)， (3)参照
(7) 仁商品流通についてJ(3)， (三〕の (B)個別資本と社会的総資本の再生産=流通
形式」においてこの点を論証した。
(8) I商品流通についてJ(1)， (2)， (3)参照
(9) i商品流通についてJ(2)， (ニ) I資本の循環と一般的商品流通形式」参照
(10) I商品流通についてJ(1)参照
(1) Das Kapital-11， S. 99 訳書， 137頁
ω 第二巻，第三篇において社会的総資本の循環形式を考察しようとする試みは高須賀
義博氏が， I再生産表式分析J (新評論社版〉において!なされている。
帥 Das Kapital-1 . S .11. 訳第一部(上)223頁
(14) Das Kapital-]l. S .297. 訳第三部(上)385~6頁
帥 Das Kapital-]l. S .298. 訳第三部(上)386頁
(16) 拙稿「商品流通J(3)参照
同向上
倒 Das Kapital-]l. S . 300~301. 訳第三部(上)389~390頁。
ω Das Kapital-]l . S. 47. 訳第三部(上)73頁。
(刈 Das Kapital-]l . S. 47. 訳第三部(上)73~4 頁。
帥安部隆一著「流通諸費用の経済学的研究J4頁O
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